
国立環境研究所の
オープンサイエンスへの取り組み

-現状と課題-

国立研究開発法人国立環境研究所

尾鷲瑞穂 (M. Owashi)
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第3回オープンサイエンスデータ推進ワークショップ
9月28日（水）11:50－12:10

(@京都大学) 
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環境情報部の業務

環境情報部

情報企画室

・国民への環境情報の提供
・国立環境研究所で行われた研究成果の発信
・研究支援（情報インフラの整備）

HP運用・刊行物出版・図書室の運用

環境情報ポータルサイト構築

所内ネットワーク・インフラの構築

情報整備室

← 環境情報部のエコネさん

情報管理室
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国環研のオープンサイエンスの位置付け
第４期(平成28年度から5年間）中長期計画より

https://www.nies.go.jp/kihon/chukikeikaku/nies_chuki4.pdf

（4）研究成果の積極的な発信と政策貢献・社会貢献の推進
【重要度：高】

①研究成果の発信・提供
研究成果の発信・提供について、具体的に以下の取組を行うものとする。
・個別の研究成果について、誌上発表及び口頭発表を推進する。
・研究活動や研究成果に関する情報を、マスメディアや新しいメディアを通じて
積極的に発信する。
・研究所の最新の動向を正確かつ迅速に発信するとともに、利用者が必要と
する情報に効率的にアクセスできるよう、ホームページの機能強化に努める。
・オープンサイエンスを推進するため、研究成果等を蓄積し、利用しやすい形で
提供するシステムについての検討を行う。

「社会的要請」を強く意識している
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現在の研究計画・研究成果情報の公開

内部で研究評価に使っている
情報を公開用にアレンジ

【コンテンツ（書誌情報のみ）】
研究成果（誌上）
研究成果（口頭）
研究所の刊行物
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DOIの付与は出来るようになった
研究成果情報を発信するHPは作っている

・リポジトリもない
・公開ポリシーもない

研究機関全体としてみた場合
研究成果を発信出来る体制にはなっていない

逆手にとって
最初から研究データの登録も意識した

リポジトリを作りたい
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・環境研究の分野の幅広さ

・データ生産手法の多様さ

国環研の研究の特色①

8

基盤となる9つの研究分野

地球環境研究

資源循環・廃棄物研究

災害環境研究

社会環境システム研究

生物・生態系研究

環境リスク研究

環境計測研究

環境健康研究

地域環境研究

人文・社会科学 自然科学

全球的/国際比較

地域 / 対象限定

非常に幅広い。
メタデータどうする？
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主な一次データの生産手法

人文・社会科学 自然科学

全球的/国際比較

地域 / 対象限定

（データを購入/もらう）

アンケート
オーラルヒストリー

現地調査

モニタリング

コホート

ラボ系

研究データの
定義が難しい
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モニタリング

アンケート

オーラルヒストリー

個票の管理/保存

ラボ系

データのバージョン
管理/保存

公開データの粒度

不採用データ/補正

研究データ公開における懸念事項

コホート

共通して生じる問題

個人（地域）情報

広義の風評被害

→上から公開ポリシーを定めないと進まないか？
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一つの研究課題のフローが長い
（社会・政策貢献までのステップ）

国環研の研究の特色②

【研究課題事例】
アオコ有毒物質の分析法の開発
（環境計測研究センター）

研究内容の詳細は以下をご参照ください。
環境儀 NO.52 https://www.nies.go.jp/kanko/kankyogi/52/02-03.html
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①サンプリング

・採取記録 / データ

生産される研究資源



生産される研究資源
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②培養

・培養の工程
（プロトコル）

・観察記録
（数値データ）

生産される研究資源
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③（有毒物質）分析法の開発

・開発工程
（プロトコル）

・検証データ



生産される研究資源
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④標準物質の作製
（研究課題の最終的なゴール）

・作製の工程
（プロトコル）

・品質データ

・試料情報

測定する人がみな使える標準物質があれば
精度を管理でき、測定値のばらつきが少なくなり

測定の信頼度も増します
(環境儀 NO.52より by 佐野主任研究員:計測C）
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フェーズごとに研究成果（論文や報告書）が生産

②培養

①サンプリング

③分析法の開発 ④標準物質の作製

採取記録 データ データ

プロトコルプロトコル

試料情報

論文論文報告書 試料DB

有形成果
（非電子成果）

電子化可能
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ʝ

■一つの研究課題に複数の成果が存在する

■有形成果が含まれている

この研究課題をオープンにする上での課題
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リポジトリ

プロトコル データ

論文

試料データベース

試料情報

プロトコル

論文

データ

ר
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リポジトリ

プロトコル データ

論文

試料データベース

試料情報

プロトコル

論文

データ

この研究課題を
表現するにはLinkageが必要

20

リポジトリ

プロトコル データ

論文

試料データベース

試料情報

研究課題管理用ストレージシステム

プロトコル データ 試料情報 非公開データ

既存の成果登録
システム

Џ

Џ

HP

ʝ↓
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■ リポジトリに登録出来ない有形成果物の
取り扱いも含めた規定も必要

■ 分野が広範囲であるため、ポリシーで強制し
つつ、運用規定でフォローが必要か

まとめ

■ 研究評価のフローに適した成果の管理

■ 研究員の成果管理作業を軽減するシステム
の構築

ご静聴、ありがとうございました。
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